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屯
田
兵
と
は
、
明
治
期
に
北
海
道
内
に
配
備
さ
れ
た
農

業
開
拓
兼
務
の
軍
隊
制
度
で
、
1
8
7
5
（
明
治
8
）
年

に
札
幌
郡
琴
似
村
（
現
在
の
札
幌
市
西
区
琴
似
）
に
第
一

大
隊
第
一
中
隊
の
兵
村
が
置
か
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
。

　

兵
村
は
一
中
隊
２
０
０
戸
を
単
位
に
編
制
し
、
兵
は
家

族
と
と
も
に
兵
村
の
住
居
「
兵
屋
」
に
居
住
し
、
軍
事
訓

練
と
開
墾
に
励
ん
だ
。
兵
屋
は
平
屋
建
て
５
６
・
7
㎡
、

マ
サ
葺
き
屋
根
、
８
畳
と
４
畳
半
の
和
室
に
、
炉
と
流
し

付
き
の
９
畳
ほ
ど
の
板
の
間
、
同
じ
大
き
さ
の
土
間
が

あ
っ
た
。
家
族
は
こ
の
和
室
で
寝
起
き
し
、
炉
の
あ
る
部

屋
が
食
事
や
団
欒
の
場
に
な
っ
た
。
便
所
は
外
に
あ
り
、

井
戸
や
浴
室
も
外
に
作
ら
れ
、
共
同
で
使
っ
た
。

　

質
素
な
建
物
な
の
で
、
冬
期
間
の
寒
さ
は
厳
し
く
、
時

に
は
生
木
を
炉
に
く
べ
た
の
で
、煙
が
部
屋
中
に
充
満
し
、

目
を
傷
め
る
人
が
続
出
し
た
。
ま
た
野
ネ
ズ
ミ
が
出
没
す

る
の
で
、
士
別
屯
田
な
ど
で
は
や
む
な
く
ネ
コ
を
配
る
と

い
う
苦
肉
の
策
も
と
ら
れ
た
と
い
う
。

　

屯
田
兵
は
当
初
、
北
辺
の
防
備
と
士
族
の
救
済
が
目
的

だ
っ
た
が
、１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
の
西
南
戦
争
で
は
、

琴
似
・
山
鼻
の
両
屯
田
兵
に
も
出
兵
命
令
が
下
り
、
各
地

を
転
戦
し
た
。
こ
の
戦
い
で
27
人
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

　

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
か
ら
応
募
資
格
が
士
族
だ
け

で
な
く
平
民
ま
で
広
げ
ら
れ
た
が
、
１
８
９
４
（
明
治

27
）
年
に
日
清
戦
争
が
起
き
る
と
、
屯
田
兵
を
中
心
に
臨

時
第
７
師
団
が
編
制
さ
れ
、
出
動
体
制
が
組
ま
れ
た
。
２
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屯
田
兵
村
と
兵
屋 

北
見
に
残
る
屯
田
兵
人
形

　

北
見
市
川
東
の
信
善
光
寺
本
堂
に
珍
し
い
屯
田
兵

人
形
75
体
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
形
は
開
基
の

吉
田
信
静
尼
が
、
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
（
現
在
の
北
見
市
）

地
区
に
入
植
し
て
苦
労
を
重
ね
た
屯
田
兵
の
功
績
を

後
世
ま
で
伝
え
よ
う
と
発
願
し
、
屯
田
戸
主
の
協
賛

を
得
て
、
名
古
屋
市
の
玉
正
商
会
に
発
注
、
人
形
師

の
荒
川
宗
太
郎
が
、
弟
子
の
木
場
賢
治
と
二
人
で
製

作
し
た
。

　

信
静
尼
は
屯
田
兵
屋
を
回
っ
て
熱
心
に
説
い
た

が
、
最
初
の
こ
ろ
は
、「
生
き
て
い
る
う
ち
に
寺
に

収
め
る
人
形
を
作
る
な
ん
て
」
と
嫌
が
る
人
も
い
て

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。
そ
れ
で
も
信
静
尼
は
何
体

か
ず
つ
ま
と
ま
る
と
発
注
し
、
出
来
上
が
っ
た
人
形

か
ら
順
に
本
尊
脇
の
ひ
な
段
に
並
べ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
2
月
2
日
、

信
静
尼
は
町
に
行
こ
う
と
道
を
歩
い
て
い
て
馬
そ
り

に
轢
か
れ
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。突
然
の
死
だ
っ
た
。

享
年
64
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
が
新
田
次
郎
の

小
説
『
野
付
牛
の
老
尼
』
で
あ
る
。

　

屯
田
兵
人
形
の
材
料
は
キ
リ
と
サ
ワ
ラ
材
で
、
高

さ
6
7
･
5
㎝
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
三
輪

光
儀
大
隊
長
を
据
え
、
全
部
で
75
体
の
兵
士
の
人
形

が
並
ん
で
い
る
。
大
隊
長
だ
け
作
り
が
違
う
が
、
あ

と
は
63
体
が
黒
色
軍
装
、
11
体
が
カ
ー
キ
色
の
軍
装

だ
。顔
の
表
情
は
写
真
な
ど
を
使
っ
て
作
っ
た
の
で
、

札幌市の琴似に残る屯田兵屋

37の兵村に響いた
ラッパの音


